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6
月
1
日
～
7
日

第
58
回
「
水
道
週
間
」

今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

　
「
じ
ゃ
口
か
ら　
安
心
と
ど
け

未
来
ま
で
」
で
す
。

こ
の
水
道
週
間
は
、
国
民
各
層
に
対
し

て
水
道
事
業
の
現
状
や
、
よ
り
質
の
高
い

安
全
で
良
質
な
水
を
安
定
的
に
供
給
す
る

た
め
の
課
題
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
今
後

の
水
道
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
協
力

を
得
る
た
め
に
重
要
な
意
味
を
持
ち
ま
す
。

ま
た
有
田
川
町
で
は
、
災
害
対
策
の
推
進

の
た
め
に
給
水
車
の
配
置
お
よ
び
災
害
用
備

蓄
水（
有
田
川
神
聖
水
）を
販
売
し
て
い
ま
す
。

●
水
を
大
切
に
！

わ
た
し
た
ち
は
、
朝
起
き
て
か
ら
夜
寝
る

ま
で
水
を
使
わ
な
い
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。
水

道
の
蛇
口
を
ひ
ね
る
と
、
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
水
が
出
て
き
ま
す
。
し
か
し
災
害
な
ど
で

水
が
足
り
な
く
な
る
と
水
の
大
切
さ
が
よ
く

分
か
り
ま
す
。
毎
日
の
生
活
に
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
も
の
、
そ
れ
が
『
水
』
で
す
。

そ
の
『
水
』
は
決
し
て
豊
富
で
は
な
く
、

限
り
あ
る
貴
重
な
資
源
で
す
。

限
り
あ
る
水
を
大
切
に
使
う
た
め
、
今

一
度
、
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
の
水
の
使

い
方
を
見
直
し
、
無
駄
な
使
用
を
改
め
て

み
ま
し
ょ
う
。
日
々
の
暮
ら
し
に
は
必
要

不
可
欠
な
水
を
大
切
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
水
道
課
・
清
水
行
政
局
建
設
環
境
室

二
川
ダ
ム
　
放
流
時
の
注
意

こ
れ
か
ら
雨
の
多
い
時
季
に
な
り
、
ダ

ム
か
ら
放
流
す
る
機
会
が
増
え
ま
す
。
放

流
の
際
は
、
あ
ら
か
じ
め
サ
イ
レ
ン
ま
た

は
警
報
車
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

放
流
に
よ
っ
て
水
位
が
上
昇
し
ま
す
の

で
、
河
川
内
に
い
る
方
や
、
置
い
て
い
る

物
品
は
、早
め
に
安
全
な
場
所
へ
の
避
難
・

移
動
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
河
川
雨
量
情
報
（
二
川
ダ
ム
情
報
）

http://kasensabo02.pref.w
akayam

a.
lg.jp/suii

※
携
帯
端
末
か
ら
は
こ
ち
ら

http://kasensabo02.pref.w
akayam

a.
lg.jp/keitai/dam

/index402.htm
l

問
有
田
振
興
局
建
設
部
二
川
ダ
ム
管
理
事

務
所　
☎
２
３
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文
化
財
保
護
審
議
会

町
内
に
所
在
す
る
文
化
財
を
調
査
し
、
保

護
に
関
し
て
意
見
を
述
べ
る
文
化
財
保
護
審

議
会
の
委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
の

任
期
は
、
平
成
28
年
4
月
1
日
か
ら
2
カ

年
で
す
。
今
年
度
、
有
田
川
町
に
合
併
後
初

め
て
女
性
の
委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

新
た
な
委
員
の
皆
さ
ま
は
次
の
方
々
で
す
。

（
敬
称
略
）

川
岸　

光
司
（
徳
田
）

河
島　

一
昭
（
植
野
）

林　

康
廣
（
小
島
）

若
宮　

陽
子
（
長
田
）

鍛
地　

秀
和
（
西
ケ
峯
）

佐
々
木　

信
彦
（
吉
原
）

竹
本　

ゆ
り
子
（
瀬
井
）

吉
松　

敏
隆
（
吉
原
）

杉
澤　

純
次
（
清
水
）

鶴
田　

倫
雄
（
楠
本
）

二
澤　

久
雄
（
久
野
原
）

松
本　

博
光
（
杉
野
原
）

問
金
屋
庁
舎
社
会
教
育
課

和
歌
山
労
働
局
か
ら
事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

平
成
28
年
度

労
働
保
険
年
度
更
新

「
労
働
保
険
」
と
は
、
労
災
保
険
と
雇

用
保
険
を
総
称
し
た
も
の
で
、
年
度
当
初

に
労
働
保
険
料
を
概
算
で
申
告
・
納
付

し
、
翌
年
度
当
初
に
確
定
精
算
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
手
続
き

を
「
年
度
更
新
」
と
言
い
ま
す
。

事
業
所
宛
て
に
年
度
更
新
用
の
申
告
書

が
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
申
告
書
を
作
成

の
上
、6
月
1
日（
水
）～
7
月
11
日（
月
）

の
間
に
申
告
・
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
和
歌
山
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室　
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お知らせお知らせ 問…問い合わせ　■申…申し込み
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